
長段穫り施設トマトの被覆肥料施用量と果実糖度 

［要約］ 省肥料を目的として被覆肥料を用いた長段穫り施設トマト栽培では、有機質肥料主

体の慣行栽培に比べて、果実糖度はやや低くなるが、被覆窒素施用量３０ｋｇ／１０ａ（合計窒

素３８ｋｇ、慣行対比２０％減）の場合に収穫量が最も高くなる。 
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［背景・ねらい］  

  長段穫り施設トマトの有機質肥料を主体とした慣行施肥体系は、穴肥として施用される追肥

窒素の施肥効率が低く、栽培終了時に１４ｋｇ／１０ａの窒素が残存する。そこで、窒素利用率向

上による施肥量の削減を図り、あわせて追肥作業を省略するため、トマトの収穫量、窒素吸収量、

及び果実糖度からみた被覆肥料の適正施用量について検討した。 

［成果の内容・特徴］ 

１ トマト作型は長段穫り栽培の変型で、慣行栽培の２回の追肥の代わりに、６ヶ月タイプの被覆 

肥料を１作目の畝立て時に畝芯へと施用し、この畝を壊さずに２作目を栽培する。定植時に

は、有機質肥料で４ｋｇ／１０ａの窒素を施用する（表１）。 

２ トマト収穫量と窒素吸収量は、窒素施用量３８ｋｇ／１０ａ（被覆窒素３０ｋｇ）の場合に最も高くな

り、窒素施用量と窒素吸収量がほぼ等しい（図１）。 

３ 果実糖度は、低湿地での栽培のため全体的に低いが、被覆肥料を用いた場合には窒素施

用量３８ｋｇ／１０ａ（被覆窒素３０Ｋｇ）の場合に最も高くなる。しかし、被覆肥料の施用量に関

わらず慣行栽培の果実糖度よりもやや低くなる（図１）。 

［成果の活用面・留意点］ 

１ 下層土にグライ層が存在する低湿地で、硝酸態窒素の地下水系への溶脱が生じない条件下

での試験結果である。 

２ 有機質肥料を主体とした慣行栽培と比較すると果実糖度はやや低くなる。 

３ 長段穫り栽培の場合には、２作目定植時の有機質肥料４ｋｇ／１０ａを無施用とする。 

 




